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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、与えられた課題だけでなく、自ら課題を見つけ、それら課題に対して自ら考え、理解

するようにしましょう。また、ノートについては、板書のみでなく、気づいたこと等をしっかり

メモするようにしましょう。 

・実験では、操作方法等の技能を身につけるだけでなく、その理由を考えましょう。また、レポー

トでは、実験結果等を踏まえ、しっかりと考察できるようにしましょう。 

・問題集は指示されるのはなく、学習後自ら解くようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・化学的な事物・現象等に対し探究心を高め、はっきりとした目的をもって実験等を行い、化学的

に探求する能力と態度を育てる。 

・化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、化学的な自然観を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学的な事物・現象に

関心や探究心をもち、

主体的にそれらを理

解しようとするとと

もに、科学的態度を身

につけている。 

化学的な事物・現象の

中に課題を見いだし、

探求する過程を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

化学的な事物・現象

に関する観察、実験

などを行い、基本操

作を習得するととも

に、それらの過程や

結果を的確に記録、

整理し自然の事物・

現象を科学的に探求

する技能を身につけ

ている。 

化学的な現象等につ

いて、基本的な概念

や原理・法則につい

て理解を深め、その

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 等 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査 等 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査 等 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査 等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

Ⅰ

章 

物
質
の
状
態
と
平
衡 

１節 状態変化 

 

２節 気体の性質 

 

３節 固体の構造 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:物質の構造と融点・沸点の関

係、物質の平衡と粒子の熱運

動、気体の温度，体積，圧力

の関係、結晶の構造に関心を

持ち、それらを意欲的に探究

しようとする。 

b:物質の構造が沸点・融点に大

きく影響していること、平衡

状態における粒子のふるま

いについて推論すること、結

晶構造を理解し、モデルで表

現することでき、・気体の温

度、体積、圧力の関係を論理

的に考え、基本的な計算で導

くことができる。 

c:水上置換による酸素の分子

量測定」において、観察結果

をもとに気体の状態方程式

を用いて分子量を求めるこ

とができる。 

d:物質の構造と沸点・融点の関

係についての基本的概念や

知識、状態の平衡と粒子の熱

運動についての基本的な原

理や知識、結晶構造につい

て、基本的な知識を身につけ

ている。また、ボイル・シャ

ルルの法則や気体の状態方

程式の原理を理解し、関連問

題を解くことができる。 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査  

等 

２
学
期 

２
学
期 

Ⅰ

章 

物
質
の
状
態
と
平
衡 

４節 溶液 ○ ○ ○ ○ a:物質の溶解の仕方と溶解度

について関心、溶液の性質に

関心を持ち，意欲的に探究し

ようとする。 

b:溶液の溶解の仕方について、

その液性と関連付けて理論

的に考えること、溶解度につ

いて理解し、計算すること、

沸点上昇、凝固点降下などに

ついて理解し、それをもとに

した計算をすることができ

る。 

c:コロイドの性質において，コ

ロイドの種々の性質につい

て考察することができる。 

d: 溶解のしくみについて、基

本的原理、溶解度の定義や法

則、溶液の性質を身につけて

いる。 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査  

等 



Ⅱ

章 

物
質
の
変
化
と
平
衡 

１節 化学反応とエネルギー 

 

２節 化学反応の速さとしくみ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:化学反応とエネルギーの関

係について関心、反応の速さ

に関する事象・現象に関心を

持ち、それらを探究しようと

する。 

b:化学反応と熱エネルギ

ー、光エネルギー、電気

エネルギーの関係につい

て理解し、その性質や法

則を論理的に考えること

ができる。また、熱化学

方程式を書くことができ

る。そして、反応の速さを

決める条件やそのしくみを

理解し、反応のしくみについ

て論理的に推論することが

できる。 

C:応速度と濃度・温度の影響に

おいて、濃度や温度の変化が

反応速度にもたらす影響を

観察し、考察することができ

る。 

d:化学反応と熱エネルギー、光

エネルギーの関係について、

基本的概念を理解し、熱化学

方程式を書くことができる。

また、反応速度に影響する条

件を理解し、その知識をもと

に反応のしくみを理解して

いる。 

３
学
期 

Ⅱ

章 
物
質
の
変
化
と
平
衡 

３節 化学平衡 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:化学反応における可逆反応、

化学平衡に興味を持ち、その

現象について探究しようと

する。 

b:化学平衡について、その原理

と法則を論理的に理解する

ことができる。また、平衡の

移動について論理的に説明

することができる。 

c:濃度変化による平衡移動に

いて、平衡移動を観察し、理

解することができる。 

d:反応速度、化学平衡、電離平

衡について、その概念、原理、

法則を理解している。また、

化学平衡の移動の原理を理

解している。 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査  

等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度     b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能     d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

ノート 

レポート 

練習プリント 

小テスト 

提出物 

定期考査  

等 


